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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月31日(2018.1.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１位置と第２位置との間で回転移動される所定部材と、
　その所定部材に配設され振動を発生可能とされる振動装置と、を備え、
　前記振動装置の振動の方向と、前記所定部材の回転移動による前記振動装置の移動方向
とが互いに傾斜することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　基板ボックスを備えることを特徴とする請求項１記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　パチンコ機などの遊技機において、遊技者が操作することで第１位置と第２位置との間
を移動する移動部材が、振動装置を備える遊技機がある（特許文献１）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１２０７４１号公報
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来の遊技機では、振動装置の振動伝達に改良の余地があると
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いう問題点があった。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上記例示した問題点を解決するためになされたものであり、振動装置の振動
伝達を良好とできる遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために本発明の遊技機は、第１位置と第２位置との間で回転移動さ
れる所定部材と、その所定部材に配設され振動を発生可能とされる振動装置と、を備え、
前記振動装置の振動の方向と、前記所定部材の回転移動による前記振動装置の移動方向と
が互いに傾斜する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項１記載の遊技機によれば、振動装置の振動伝達を良好にすることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項２記載の遊技機によれば、請求項１記載の遊技機の奏する効果に加え、基板ボッ
クスの内部に収納されている制御装置で、操作の検出を行うことができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７３８】
　遊技機Ａ１からＡ１２，Ｂ１からＢ１１，Ｃ１からＣ６，Ｄ１からＤ７，Ｅ１からＥ５
のいずれかにおいて、前記遊技機はパチンコ遊技機とスロットマシンとを融合させたもの
であることを特徴とする遊技機Ｆ３。中でも、融合させた遊技機の基本構成としては、「
複数の識別情報からなる識別情報列を動的表示した後に識別情報を確定表示する可変表示
手段を備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）の操作に起因して識別情報の変動が開
始され、停止用操作手段（例えばストップボタン）の操作に起因して、或いは、所定時間
経過することにより、識別情報の動的表示が停止され、その停止時の確定識別情報が特定
識別情報であることを必要条件として、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる特別遊
技状態発生手段とを備え、遊技媒体として球を使用すると共に、前記識別情報の動的表示
の開始に際しては所定数の球を必要とし、特別遊技状態の発生に際しては多くの球が払い
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出されるように構成されている遊技機」となる。
　＜その他＞
　パチンコ機等の遊技機において、遊技者が操作することで第１位置と第２位置との間を
移動する移動部材が、駆動装置で駆動される偏心カム状の伝達部材により揺動される遊技
機がある（例えば、特許文献１：特開２０１３－２４４１０８号公報）。
　しかしながら、上述した従来の遊技機では、伝達部材の耐久性に改良の余地があるとい
う問題点があった。
　本技術的思想は、上記例示した問題点を解決するためになされたものであり、伝達部材
の耐久性の良好な遊技機を提供することを目的とする。
　＜手段＞
　この目的を達成するために、技術的思想１記載の遊技機は、遊技者が操作することで第
１位置と第２位置との間を移動する移動部材と、その移動部材を駆動させる駆動力を発生
する駆動装置と、第１軸に偏心して軸支されると共に前記駆動装置の駆動力を前記移動部
材に伝達する伝達部材と、前記移動部材の揺動を規制する規制部材と、を備える遊技機で
あって、前記規制部材は、前記移動部材の揺動を規制可能な待機状態と、前記移動部材の
揺動の規制を解除する解除状態と、を構成可能とされ、前記伝達部材と前記規制部材とが
前記駆動装置の駆動力により同期して動作する。
　技術的思想２記載の遊技機は、技術的思想１記載の遊技機において、前記規制部材は、
前記移動部材の揺動の規制を解除する位相に限って前記伝達部材と同期動作され、前記伝
達部材との同期動作が解除された場合には、前記規制部材は前記待機状態とされ、前記移
動部材が所定位置まで移動することで前記移動部材の揺動が前記規制部材に規制される。
　技術的思想３記載の遊技機は、技術的思想２記載の遊技機において、前記規制部材が前
記待機状態とされる場合に、前記移動部材の一端が前記規制部材に乗り上げる態様で前記
規制部材を移動させることで、前記移動部材の揺動が規制され、前記移動部材は、前記伝
達部材の移動態様により、前記所定位置を経由しない第１動作と、前記所定位置へ至る第
２動作と、を実行可能とされ、前記規制部材は、前記移動部材が前記第１動作を実行する
場合に、前記移動部材の外形部の揺動軌跡から退避して凹設される凹設部を備える。
　＜効果＞
　技術的思想１記載の遊技機によれば、伝達部材の耐久性を良好にすることができる。
　技術的思想２記載の遊技機によれば、技術的思想１記載の遊技機の奏する効果に加え、
移動部材と規制部材との同期を良好とできる。
　技術的思想３記載の遊技機によれば、技術的思想２記載の遊技機の奏する効果に加え、
伝達部材にかけられる負荷を抑制することができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７３９】
１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
３１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　首振り操作部材（操作部材の一部
、入力装置の一部）
３１１ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挿通孔（係止部）
３１３ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２センサ部材（検出装置）
３１７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レンズ部材（入力装置の一部、入
力部、押し込み部材）
３３０、３３３０、５３３０、８３３０、１０３３０　内側ケース部材（支持部材の一部
）
３３１ｄ１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レバー支持軸（第１軸、第２軸）
３３１ｄ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偏心カム軸（第１軸）
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３３３、２３３３、４３３３、６３３３　　　　　　　偏心カム部材（伝達部材）
３３３ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筒状部（円筒部）
３３５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１駆動装置（駆動装置）
３３６、４３３６、５３３６、８３３６　　　　　　　ロック部材（規制部材）
３３８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギアダンパ（制動手段）
３４０、２３４０、３３４０、４３４０、７３４０、９３４０　レバー部材（所定部材の
一部）
３５０、４３５０、７３５０、　　　　　　　　　　　剥離部材（被規制部材の一部）
３６３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸支棒（第２軸）
３６４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緩衝部材
３６６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振動装置（演出部材の一部、振動
装置）
３６６ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　押し付け部材（振動部）
２３３３ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本体部材（回転ギア）
２３３３ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カム部材（偏心カム）
５３３６ａ１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湾曲壁部（凹設部）
ＣＳ１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振動コイルスプリング（第２付勢
装置）
ＣＳ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　押し込みコイルスプリング（第１
付勢装置）
Ｍ４１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電磁石部材（電磁石）
ＳＰ１、ＳＰ２１、ＳＰ３１、ＳＰ４１、ＳＰ１０１　ねじりバネ（第１付勢部材）
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